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会場：総合教育棟南棟２階 大会議室  
報告者：堀井祐介（大学教育開発・支援センター 教育支援システム研究部門）  
題目：「企業の人事評価に学ぶ教員評価のコツ－第３期大学経営革新フォーラム第３会合 
参加報告－」 
第８８回 日 時：９月２２日（木）１３：３０～１５：００ 
主会場：金沢大学角間キャンパス 総合教育棟北棟５階Ｄ１０示範教室…※ 
テーマ：「アカデミック・ハラスメント防止のために」 
講 師：吉野 太郎 （関西学院大学総合政策学部専任講師： 













   《送信会場》金沢大学医学部保健学科大学院棟大講義室（５号館５１０４号室）、富山大学、 
北陸先端科学技術大学院大学 
第 43回大学教員セミナー参加報告 






Newsweek(March 7, 2005)の記事"Who Owns English?"「英語は誰のもの？」をスタートとして、Who 
Owns Foreign Language Education in Japan?/ Who Owns English Education in Japan?、また、「大
学での外国語教育は誰のもの」という形で議論を展開された。これらの問いに対するかなり痛烈な批













コメントもなされた。次に、EU での言語政策の一つとして、"Common European Framework of 
Reference for Language: Learning, teaching, assessment"(Council of Europe)を紹介し、EU内での
LINGUA プログラム（EU の多言語を 2 ヶ国語習得することを目指す）、plurilingualism（複数言語
主義）vs. multilingualism（多言語主義）という新しい言語観についても言及された。これらのほか
にも、韓国、中国での英語教育制度、アジア諸国と日本での外国語（英語）を学ぶ目的の違い、どん
な英語を学ぶのか（World Englishes,English as an International Language)、「グローバル時代の学













が改めて考えなければならないのではないだろうか。（文責 教育支援システム研究部門 堀井） 
センター教員活動記録 
2005.4.22第８９次日本法医学会総会（於：高松市）にて「法科大学院教育における法医学および医
事法学の位置づけ」と題して報告 （青野 公費出張） 
2005.5.28 高等教育政策研究セミナー「大学評価と大学改革」（主催：京都高等教育研究センター 
於：大谷大学）に参加 （青野 公費出張） 
2005.6.2,3国立大学入学者選抜研究連絡協議会（主催：大学入試センター等 於：東京）に参加  
（青野 学生部経費にて出張） 
2005.6.9 早稲田大学法科大学院授業見学 （青野 研修） 
2005.6.11,12第２７回大学教育学会（於：京都大学）に参加 （青野 公費出張） 
2005.6.27名古屋大学法科大学院授業見学（青野 研修） 
2005.7.5 東京医科大学特色 GP第８回 FDセミナー（於：東京医科大学病院）にて「医療事故と行
政処分」と題して講演 （青野 招待講演） 
